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まちの話題を紹介します

　美山町北集落において、６回目とな
る「かやぶきの里雪灯廊」を同実行委
員会が開催。今年は雪不足のため、集
落一帯に木製の灯ろう（花灯ろう）を
設置しましたが、最終日には待望の雪
が降り、子どもたちがバケツで作った
雪灯ろうに明かりがつき、雪化粧のか
やぶき民家を幻想的にともしました。
初日と最終日には花火が打ち上げられ
たほか、屋台で温かいおでんや豚汁な
どを販売。集落内はさまざまなアング
ルで写真を撮る観光客で溢れました。

　園部町中心部の旧城下町の風情を残
す町並みをまちづくりに生かそうと第
１回目の「町家フォーラム」をＮＰＯ
法人にぎわいコンソーシアム園部と南
丹市が共催。およそ30人が参加され
ました。合

かっ ぱ

羽家旅館での京都府立大学
の大場修教授による講義「園部の町並
み、町家建築の特長について」の後、
町並みを散策。妻入りと平入りの家が
混在している様子などを確認しまし
た。このフォーラムは、３月21日まで
全５回開催します。

　第２回となるキラリなんたんカフェを八
木支所で開催。南丹市女性ネットワーク会
議の役員、男性参加者などが「まち・むら
で女と男が対等に協力できるためには」な
どのテーマで思いを語り合いました。
　女性参加者は「こうした場に参加できる
のは、夫の理解があってこそ。女性が社会
で活躍するためには家族の理解と協力が
不可欠」と述べ、「女性は優れた能力があ
るのに会の役員などを受けてもらえない。
自信をもって地域で活躍してほしい」とい
う男性参加者の声もありました。

　武尾神社（園部町高屋）、住吉神社（八
木町西田）、多治神社（日吉町田原）、道
相神社（美山町宮脇）の市内４つの神社に
おいて文化財防火訓練が行われました。１
月26日の文化財防火デーに合わせ園部消
防署、教育委員会が主催し、消防団、各神
社の保存会などが協力して実施したもの
で、31日に多治神社で行われた訓練には
およそ70人が参加。園部消防署日吉出張
所と消防団日吉支団第２分団の消防車が
出動し、迅速な放水が行われました。

「
空
か
ら
真
っ
白
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

「
町
家
は
財
産
。ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
」

「
男
も
女
も
輝
け
る
社
会
に
向
け
て
」

「
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
後
世
へ
」

（
1
／
24
、
2
／
11
・
21　

町
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

（
1
／
18　

第
２
回
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
カ
フ
ェ
）

（
1
／
31　

文
化
財
防
火
訓
練
）

▲雪灯ろうと花灯ろうがともすかやぶき屋根

▲町並みを見て回る参加者

▲男女共同参画社会への思いを語る参加者

▲放水を行う園部消防署日吉出張所の隊員 （
1
／
30
〜
2
／
6　

第
６
回
か
や
ぶ
き
の
里
雪
灯と
う
ろ
う廊
）

妻入り 平入り




